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4 5

使用する場所に注意
注意

7
	次のような場所では使わない。
・	不安定な場所
・	火気の近く
・	水のかかりやすい場所
・	底部がぬれるようなところ
・	差込プラグに蒸気があたるところ
・	直射日光が長時間あたる場所
・	壁や家具の近く
・	熱に弱いテーブルや敷物などの上
倒れたときに、お湯が流れ出て、やけど・
感電のおそれ。
火災・ショート・発火の原因。
故障・変色や跡形がつく原因。

2
	キッチン用収納棚などを	

使うときは、中に蒸気が	

こもらないように注意する。

使用中・使用後は
警告

6
	水につけたり、水をかけたりしない。
・	丸洗いしない。
・	蛇口から直接水を入れない。
・	底面をぬらさない。
本体内部に水が入り、感電のおそれ。
ショート・発火の原因。

7
	本体をさかさにして置かない。

故障の原因。

安全上のご注意
◆◆ お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守り
いただくことを説明しています。

誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、以下の区分で説明しています。

警告
死亡や重傷を負うことが想
定される内容です。 注意

傷害を負うことが想定され
る、または物的損害の発生
が想定される内容です。

図記号の説明

してはいけない「禁止」内容です。 実行しなければならない「指示」内容です。

※本体に貼付しているご注意に関するシールは、はがさないでください。

乳幼児には特に注意
警告

7
	・	子どもだけで使わせたり、乳

幼児の手が届くところで使

わない。

5
	・	器具用プラグをなめさせない。

・	蒸気孔にさわったり、顔などを

近づけない。

やけど・感電・けがのおそれ。

改造はしない
警告

1
	分解したり、修理をしない。

感電・けがのおそれ。

火災の原因。

修理は、販売店または「連絡先→P.31」に
記載のタイガーお客様ご相談窓口にご連

絡ください。

水のみをわかす
警告

7
	水以外のものをわかさない。

	お茶・牛乳・酒・ティーバッグ・お茶の葉・

インスタント食品・備長炭・冷たい水な
どを入れない。
やけど・感電のおそれ。
こげつき・腐食・故障の原因。

7
	氷を入れて保冷用に使わない。
冷たい水や氷を入れると結露が生じ、	
感電・故障のおそれ。

異常・故障時は
警告

2
	すぐにプラグを抜いて、販売店へ	

点検・修理を依頼する。

そのまま使用すると、感電・けがのおそれ。
火災の原因。
〈異常・故障例〉
・	電源コードやプラグが異常に熱くなる。
・	電源コードを動かすと通電したり、

しなかったりする。
・	いつもと違って異常に熱くなった

り、こげくさいにおいがする。
・	本体から水もれする。
・	その他の異常や故障がある。

注意

7
	湯わかし中や直後は、

	・	 お湯を注がない。

	・	 移動させない。

	・	 ふたを開閉しない。
お湯が飛び散ったり、流れ出したりして、

やけどのおそれ。

7
	給湯中に本体を回さない。

お湯が飛び散り、やけどのおそれ。

5
	使用中や使用後しばらくは、高温部

にふれない。

やけどのおそれ。

2
	凍結するおそれのある場所に、通電

を切った状態で長時間放置する場

合、必ず内容器の水を完全にすてて

おく。

凍結による故障の原因。

2
	お手入れは冷えてから行う。

高温部にふれ、やけどのおそれ。

2
	残り湯をすてるときは、

必ず下図の方向からすてる。	

→P.22・23
別の位置からすてると、やけどのおそれ。

本体内部にお湯が入って、故障の原因。

必ずお守りください
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6 7

安全上のご注意 つづき 必ずお守りください

警告

2
	ふたを「カチッ」と音がするま
で確実に閉める。
沸とうが止まらなくなったり、倒れ
たときにお湯が流れ出て、やけどの
おそれ。

7
	ふたを勢いよく閉めない。沸と
う後、しばらくは開閉しない。
蒸気でやけどのおそれ。

7
	ふたをつけたまま、残り湯をす
てない。
ふたがはずれたとき、お湯がかかっ
てやけどをするおそれ。（残り湯のす
てかた→ P.22・23）

2
	ふたパッキンが白く変色したら
交換する。→ P.30
倒れたときにお湯が流れ出て、やけ
どのおそれ。

7
	蒸気孔をフキンなどでふさがない。
お湯がこぼれて、やけどのおそれ。
ふたの変形の原因。

注意

7
	ふたを開けたり、はずすときに
出る蒸気や露にふれない。
やけどのおそれ。

7
	本体を持ち運ぶときは、ふたの
開閉レバーにふれない。

ふたがはずれて、けが・やけどのおそれ。

ふた

警告

7
	本体に衝撃を加えない。
・	落としたり、ぶつけたりしない。
・	転倒させない。
・	上下に勢いよく振らない。
・	傾けない。ゆすらない。
・	抱きかかえない。
・	ふたを持って移動しない。
「ロック」にしていても、傾けたり倒
したりしない。
お湯が流れ出て、やけど・けがのお
それ。故障の原因。
過度な衝撃が加わった場合は、使用
をやめて販売店へ点検・修理を依頼
する。

7
	満水目盛を超えて、水を入れない。
お湯がふきこぼれて、やけどのおそれ。

注意

7
	カラだきをしない。
水を入れないで通電すると、内容器
の熱変色・故障の原因。

本体

警告
	 次のような使いかたをしない。

・	交流100V以外での使用。	
（日本国内100V専用）

・	タコ足配線での使用。	
（定格15A以上のコンセントを単独で使う）

・	電源コードが破損したままや傷つくような使用。	
（加工する・無理に曲げる・高温部に近づける・
引っ張る・ねじる・たばねる・重いものを載せる・
挟み込むなど）

・	差込プラグにほこりが付着したり、傷んだままで
の使用。

・	ぬれた手での差込プラグの抜き差し。
・	器具用プラグ（磁石式）の先端に、
ピン・針金など金属物（異物）、◆
ごみを付着したままでの使用。

感電・けがのおそれ。
火災・ショート・発煙・発火の原因。
破損した場合は、販売店または、「連絡先
→ P.31」に記載のタイガーお客様ご相談窓口
でお買い求めください。

2
	差込プラグは根元まで確実に差し込む。
感電・ショート・発煙・発火のおそれ。

7
	電源コードや差込プラグが傷んだり、コン
セントの差し込みがゆるいときは使わない。
感電・ショート・発火の原因。

注意

2
	・	使用時以外は、差込プラグをコンセント
から抜く。

	 ・	 必ず差込プラグを持って引き抜く。
けが・やけどのおそれ。
感電・ショート・発火・漏電火災の原因。

7
	・	この製品専用の電源コード以外は使わ
ない。

	 ・	 電源コードを他の機器に転用しない。
故障・発火の原因。

電源コード・差込プラグ・器具用プラグ

7
5

電源コード

器具用プラグ

差込プラグ

ふた

本体

各部についての注意事項
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※コードをバンドなどで
たばねている場合は、
はずしておいてくだ
さい。

Ｐ.10・11

Ｐ.14・15

Ｐ.22・23
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Ｐ.12・13
少し冷めた

度

お湯の温度は、5度き
ざみに表示されます。
（約 98度のときのみ
「98」を表示）
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（水を入れても自動的に湯わかししません。
　　　　　　　 を押して沸とうさせる。）

　　　　　　　 を押すごとに、機能が切り替わります。

70

98・90・70

約2時間30分 約2時間45分

約7時間25分 約8時間40分

約9～12分 約10～14分

度 度

 は、節電タイマーと兼用に
なっているので、表示部で確認して設定する。

70保温に
なるまで

70保温

90保温に
なるまで

保温の3とおりとまほうびん保温）

※水量：満水、水温・室温：23度のときの参考値。
※98保温になるまでの時間の目安は、水から沸
とうするまでの時間とほぼ同じです。

※水量：満水、室温：23度のときの参考値。
※温度は5度きざみで表示されるので、表示と
実際の湯温は異なることがあります。
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◆湯量が給水マークより少ないときは、給
湯しない。お湯が飛び散るおそれ。

◆ロック解除中は、給湯レバーを押すとお湯
が出ますので充分ご注意ください。

　やけどのおそれ。
◆本体を回転・移動させる際は、ロック解除
ランプが消灯していることを確認してか
ら行ってください。

Ｐ.10・11

PIK_KS.indd   14-15 2017/08/16   9:30:37



Ｐ.10・11
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使いはじめに省エネコースを選択した場合、
湯わかし終了時の温度表示が「95」になる場合が
あります。

（設定温度より約 5度下げて保温）

70

Ｐ.10・11

度です。

度

さわったり

 を長押し（約1秒）する。
（湯温が低いときは、自動的に湯わかしをは
じめます。）

省エネコースを解除するときは

 または を1度押す。
（約1分で、もとの設定温度に戻ります。）

省エネ保温中の湯温をもとの設定に戻すときは
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節電時間・設定が切り替わる順番

59分から1分まで
分きざみで表示。

保温温度

 を押して、沸とうランプを
点灯させる。（湯わかしをはじめます。）

節電タイマーを解除してお湯をわかすときは
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◆ふたをはずすときは、蒸気にあたらないよ
う注意する。
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Ｐ.24・26
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※洗浄中は、電動給湯以外の
機能は使えません。

部品コード PKS1007

Ｐ.10～13

Ｐ.10・11・14・15・22・23

Ｐ.10・11・14・15・22・23

Ｐ.10・11

度
度

度

度

10・11

10・11

10・11
12・13

10・11
12・13

10・11
12・13

12・13
15・17
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度

12・13

14・15

10・11

プラスチック部分に
線状や波状の箇所
がある。

樹脂成形時に発生する跡で、使用上の品質に支障はありません。

クエン酸洗浄をする。
保証期間内でも水などの成
分により、お湯が出なくなった
場合は、有償修理になります。

10・11

10・11

カラだき防止機能が
はたらき
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内部のパッキン類、成形品の傷み具合は、
せん内ふたをはずさなくても確認できます。
図の　の突起部が外観か
ら見て傷んできたときが、
交換の目安です。

PVH1184

ふた内部の部品交換は修理技術者以外はでき
ませんので、お買い上げの販売店または、「連絡
先→P.31」に記載のタイガーお客様ご相談窓口
へご相談ください。

度

229 269
0.63 0.74
21.5 21.5

28.3 32.3
2.6 2.9

度

使いかた・修理のご相談  お客様ご相談窓口

●受付時間 AM9:00～PM5:00 月曜日～金曜日（祝日・弊社休業日を除きます）

ナビダイヤル
（全国共通番号）

連絡先

TEL（06）6906-2121

ホームページアドレス　https://www.tiger.jp/
※上記の連絡先の名称、電話番号、所在地は変更することがありますのでご了承ください。

http://www.tiger-shop.jp/ https://www.tiger.jp/customer/repair.html

有料でご案内させていただいております。

本社
〒571-8571 大阪府門真市速見町3番1号

※ナビダイヤルがご利用いただけない場合はこちらへ0570-011101

消耗品・別売品のご購入サイト 修理に関するご案内・受付サイト
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